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警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに使使使
用用用ささされれれててていいいるるるエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる物物物質質質ががが含含含

まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

危危危険険険
こここののの機機機械械械ででで掘掘掘削削削すすするるる現現現場場場ののの地地地中中中ににに、、、電電電線線線なななどどどががが
埋埋埋設設設ささされれれててていいいるるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。こここれれれらららををを
誤誤誤っっっててて破破破損損損すすするるるととと、、、感感感電電電ややや爆爆爆発発発なななどどどののの事事事故故故ににに
発発発展展展すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

事事事故故故防防防止止止のののたたためめめ、、、作作作業業業現現現場場場ををを前前前もももっっっててて精精精査査査ししし、、、
埋埋埋設設設物物物ををを確確確認認認ししし、、、マママーーーキキキンンングググすすするるるなななどどど、、、適適適切切切ななな
措措措置置置をををとととっっってててくくくだだださささいいい。。。必必必要要要ににに応応応じじじ、、、電電電力力力会会会社社社
やややガガガススス会会会社社社ににに連連連絡絡絡しししててて正正正確確確ななな埋埋埋設設設場場場所所所ををを特特特定定定、、、
マママーーーキキキンンングググしししてててもももらららうううなななどどどしししてててくくくだだださささいいいたたたととと
えええばばば米米米国国国でででははは電電電話話話811ででで連連連邦邦邦全全全土土土でででこここのののサササーーービビビ
スススををを受受受けけけるるるここことととがががででできききままますすす。。。

この製品に使用されているスパーク式着火装置は、
カナダの ICES-002標準に適合しています。

地域によっては、この機械の使用に当たり、本機の
エンジンにスパークアレスタを取り付けることが義
務付けられております。スパークアレスタはオプ
ションとして販売されています。ご入用の場合は、
弊社正規代理店よりお買い求めください。

トロの純正スパークアレスタは、USDA森林局の
適合品です。

重重重要要要 カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの森森森林林林地地地帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地帯帯帯・・・草草草
地地地なななどどどでででこここののの機機機械械械ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、同同同州州州公公公共共共資資資
源源源法法法第第第4442章章章ににによよよりりり、、、正正正常常常ににに機機機能能能すすするるるスススパパパーーークククアアアレレレ
スススタタタののの装装装着着着、、、まままたたたはははエエエンンンジジジンンンににに対対対しししててて森森森林林林等等等ののの火火火災災災
防防防止止止措措措置置置をををほほほどどどこここすすすここことととががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいままますすす。。。
他他他ののの地地地域域域にににおおおいいいてててももも同同同様様様ののの規規規制制制ががが存存存在在在すすするるる可可可能能能性性性ががが
ああありりりままますすすのののでででごごご注注注意意意くくくだだださささいいい。。。

エエエンンンジジジンンンののの保保保守守守整整整備備備のののたたためめめ、、、おおおよよよびびび米米米国国国環環環境境境保保保護護護
局局局EPA並並並びびびにににカカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州排排排ガガガススス規規規制制制ににに関関関連連連
しししてててエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを同同同梱梱梱しししててておおおりりりままますすす。。。エエエ
ンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルはははエエエンンンジジジンンンのののメメメーーーカカカーーーかかかららら入入入手手手
すすするるるここことととがががででできききままますすす。。。

この製品は、関連するEU規制に適合しています 詳
細については、DOCシート規格適合証明書をご
覧ください。

はははじじじめめめににに
この機械は木の切り株と地表面に露出している根
を破砕するためのものです。あくまでも木の根元
部分とその周囲の土壌を破砕するもので岩などを
切ったりすることはできません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方
法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

弊社に直接おたずねをいただく場合 www.Toro.com製
品・アクセサリに関する情報、代理店についての情
報、お買い上げ製品の登録などを行っていただく
ことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知ら
せください。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻
印した銘板の取り付け位置を示します。いまのうち
に番号をメモしておきましょう。
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図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すため
の警告記号図 2を使用しております。死亡事故を
含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら必ずお守りください。
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図図図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要
「重要」は製品の構造などについての注意点を、注注注
はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
不不不適適適切切切ななな使使使いいい方方方ややや間間間違違違っっったたた整整整備備備ははは人人人身身身事事事故故故にににつつつなななががが
りりりままますすす。。。事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、以以以下下下ににに示示示すすす安安安全全全上上上ののの
注注注意意意ややや安安安全全全注注注意意意標標標識識識 のののつつついいいててていいいるるる遵遵遵守守守事事事項項項ははは必必必ずずず
おおお守守守りりりくくくだだださささいいい。。。こここれれれははは注注注意意意、、、警警警告告告、、、危危危険険険なななどどど、、、
人人人身身身ののの安安安全全全ににに関関関わわわるるる注注注意意意事事事項項項ををを示示示しししててていいいままますすす。。。こここ
れれれらららののの注注注意意意ををを怠怠怠るるるととと死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな人人人身身身事事事
故故故ががが発発発生生生すすするるるここことととがががああありりりままますすす。。。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
この機械は手足を切断する能力があります。重傷
事故や死亡事故を防ぐため、注意事項を厳守して
ください。

警警警告告告
エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススにににははは致致致死死死性性性ののの有有有毒毒毒物物物質質質ででであああ
るるる一一一酸酸酸化化化炭炭炭素素素ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

屋屋屋内内内ややや締締締めめめ切切切っっったたた場場場所所所ででではははエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転ししし
ななないいいこここととと。。。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• このオペレータズマニュアル や、関連するト

レーニング資料をよくお読みください。オペレー
タや整備担当者が日本語を読めない場合には、
オーナーの責任において、このオペレーターズ
マニュアルの内容を十分に説明してください。

• 各部の操作方法や本機の正しい使用方法、警告
表示などに十分慣れ、安全に運転できるよう
になりましょう。

• 本機を運転する人、整備する人すべてに適切な
トレーニングを行ってください。トレーニング
はオーナーの責任です。

• 子供や正しい運転知識のない方には機械の操作
や整備をさせないでください。地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けていること
がありますのでご注意ください。

• オペレータやユーザーは自分自身や他の安全に
責任があり、オペレータやユーザーの注意に
よって様々な事故を防止することができます。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作業す

るにはどのようなアクセサリやアタッチメント
が必要かを判断してください。メーカーが認め
た以外のアクセサリやアタッチメントを使用し
ないでください。

• 作業にふさわしい服装をし、フフフルルルフフフェェェーーーススス型型型ののの
ヘヘヘルルルメメメッッットトト、安全めがね、聴覚保護具、長ズボ
ンおよび安全靴を着用してください。長い髪、
だぶついた衣服、装飾品などは可動部に巻き込
まれる危険があります。

• 作業場所をよく確認し、石、おもちゃ、針金な
ど機械にはね飛ばされると危険なものはすべて
取り除いてください。

• オペレータ・コントロールやインタロック・ス
イッチなどの安全装置が正しく機能しているか、
また安全カバーなどが外れたり壊れたりしていな
いか点検してください。これらが正しく機能し
ない時には芝刈り作業を行わないでください。

運運運転転転操操操作作作
• 締め切った場所では絶対にエンジンを運転し

ないでください。

• 作業は十分な照明のもとで行い、隠れて見えな
い穴などの障害物に注意してください。

• エンジンを始動させる前に、すべての機器が
ニュートラルになっていることを確認してくだ
さい。エンジンを掛ける時は必ず正しい運転位
置から操作してください。

• 斜面では速度を落とし、安全に十分注意してく
ださい。斜面では、推奨された走行方向を守っ
て作業してください。ターフの状態は、マシン
の安定性に大きな影響を与えます。

• ガード類は必ず正しく取り付けて使用してくだ
さい。インタロック装置は絶対に取り外さない
こと、また、正しく調整してお使いください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジン
の回転数を上げすぎたりしないでください。

• どんな場合であれ、運転位置を離れる時には、
平らな場所に停車し、グラインダを降下させ、
油圧装置を解除し、駐車ブレーキを掛け、エン
ジンを停止させてください。

• 回転中のグラインダや刃に手足を近づけない
でください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分
な注意を払ってください。

• ペットや人を近づけないでください

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転は
避けてください。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすと
きには安全に十分注意してください。

• 機械の操作を行う前に、機械の周囲に人がいな
いことを必ず確認してください。人が近づいて
きたら機械を停止させてください。

• エンジンを掛けたままで絶対に機体から離れな
いでください。機体から離れる時には、必ずグ
ラインダーを下げ、エンジンを停止し、キーを
抜き取ってください。

• コントロール類は絶対に急激な操作をせず、安
定した操作を行ってください。

• 道路付近で作業するときは周囲の交通に十分
注意しましょう。
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• 使用中に熱くなる部分に触れないよう注意して
ください。保守、調整、整備などの作業は、
マシン各部が安全な温度に下がってから行っ
てください。

• 周囲に障害物がないことを確認してから作業を
するようにしてください。周囲に樹木や壁など
の障害物があることを忘れて機械をバックさせ
たりすると、思わぬ事故が起こる危険がありま
す。本機を安全に操縦できるだけの十分な余裕
のない場所では本機を使用しないでください。

• 地下に埋設物がある場所を誤って掘らないよう
に、事前にマーキングしておいてください。

• 機械各部には、手や指などを挟み込む恐れのあ
る部位に表示がありますから、その近辺には手
足を近づけないようにしてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな
ります。稲光が見えたり雷が聞こえるような場
合には機械を運転しないで安全な場所に避難し
てください。

燃燃燃料料料ののの安安安全全全ななな取取取りりり扱扱扱いいい

• 人身事故や物損事故を防止するために、ガソリ
ンの取り扱いには細心の注意を払ってくださ
い。ガソリンは極めて引火しやすく、またその
気化ガスは爆発性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタ
バコ、パイプなど、すべての火気を始末して
ください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってく
ださい。

• エンジン回転中やエンジンが熱い間に燃料タン
クのふたを開けたり給油しないでください。

• 給油はエンジンが十分に冷えてから行ってく
ださい。

• 屋内では絶対に給油しないでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど
裸火や火花を発するものがある近くでは、絶対に
機械や燃料容器を保管格納しないでください。

• トラックの荷台に敷いたカーペットやプラス
チックマットなど絶縁体の上で燃料の給油をし
ないでください。ガソリン容器は車から十分に
離し、地面に直接置いて給油してください。

• 給油は、機械をトラックやトレーラから地面に
降ろし、機体を接地させた状態で行ってくださ
い。機械を車両に搭載したままで給油を行わなけ
ればいけない場合には、大型タンクのノズルか
らでなく、小型の容器から給油してください。

• 給油は、給油ノズルを燃料タンクの口に接触さ
せた状態を維持して行ってください。

• ノズルを開いたままにする器具などを使わない
でください。

• もし燃料を衣服にこぼしてしまった場合には、
直ちに着替えてください。

• 絶対にタンクから燃料をあふれさせないでくだ
さい。給油後は燃料タンクキャップをしっか
りと締めてください。

斜斜斜面面面でででののの運運運転転転操操操作作作

斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これ
らは重大な人身事故につながります。どんなに安
全そうな斜面であっても油断せず慎重に運転して
ください。

• 以下の表に記載されている傾斜角度を超えた斜
面では運転しないでください。

前前前向向向ききき上上上りりり斜斜斜面面面 後後後向向向ききき上上上りりり斜斜斜面面面 横横横向向向ききき上上上りりり斜斜斜面面面

16° 16° 16°

注注注 傾斜確認方法 (ページ 7)もご覧ください。

• 斜斜斜面面面ををを上上上りりりななながががららら、、、あああるるるいいいははは下下下りりりななながががららら作作作業業業ををを
すすするるる時時時ははは、、、機機機体体体ののの前前前側側側ををを山山山側側側にににしししてててくくくだだださささいいい。。。

• 作業現場に岩や木の幹などの障害物があれば取
り除いておきましょう。凸凹のある地形では機
体が転倒する恐れがあります。穴やわだち、隆
起に十分注意してください。深い芝生に隠れて
障害物が見えないことがあります。

• 弊社が認可していないアタッチメントは使用し
ないでください。アクセサリで機体全体の安定
性や運転特性が変わることがありますので注意
してください。認可されていないアクセサリを
御使用になると製品保証を受けられなくなる
場合があります。

• 斜面ではどんな動作でもゆっくり、少しずつ
行ってください。急旋回したり不意に速度を変
えたりしないでください。

• 斜面での発進・停止は避けてください。坂を上
れないと分かったら、そのままゆっくりとまっ
すぐに坂を下りてください。

• 斜面での旋回は避けてください。斜面で旋回し
なければならない場合は、機体の重い側を山側
にしてください。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所の近くなどで
は作業しないでください。片側のクローラキャ
タピラが段差や溝に落ちたり、地面が崩れたり
すると、機体が瞬時に転倒し、非常に危険です。

• ぬれた芝の上では作業しないでください。大変
すべりやすく、スリップを起こすと危険です。

• 斜面の上に止める時は、必ずグラインダを地面
まで下げ、駐車ブレーキを掛け、輪止めをし
てください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 油圧を解除し、グラインダを降下させ、エンジ

ンを停止し、キーを抜き取ってください。ま
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た、必ず機械各部の動きが完全に停止したのを
確認してから作業に掛かってください。

• 火災防止のため、グラインダや駆動部、マフ
ラーやエンジンの周囲に、ほこりを溜めないで
ください。オイルや燃料がこぼれた場合はふき
とってください。

• 機械を格納する際にはエンジンが十分冷えてい
ることを確認し、また裸火の近くを避けて保
管してください。

• 裸火の近くに燃料を保管したり、屋内で燃料の
抜き取りをしたりしないでください。

• 平らな場所に停車してください。適切な訓練を
受けていない人には絶対に機械の整備をさせ
ないでください。

• 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体を確
実に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が
掛かっている場合があります。取り外しには十
分注意してください。

• 修理を行うときには必ずバッテリーの接続と点
火プラグの接続を外しておいてください。バッ
テリーの接続を外すときにはマイナスケーブル
を先に外し、次にプラスケーブルを外してくだ
さい。取り付けるときにはプラスケーブルから
接続します。

• 可動部に手足を近づけないよう注意してくださ
い。エンジンを駆動させたままで調整を行うの
は可能な限り避けてください。

• 各部品が良好な状態にあり、ボルトナット類が
十分にしまっているか常に点検してください。
擦り切れたり破損したりしたステッカーは貼り
替えてください。

• ボルト、ナット、ネジ類が十分に締まっている
かを確認してください。マシンを常に良いコン
ディションに維持しましょう。

• 絶対に安全装置にいたずらをしないでください。

• 機体に刈りかす、草や木の葉、ほこりなどが溜
まらないようご注意ください。オイルや燃料がこ
ぼれた場合はふきとってください。機械の格納
はエンジンが十分に冷えてから行いましょう。

• 切り株以外の異物に当たった時は、すぐに機械
を停止して点検してください。異常を発見した
ら必ず運転を再開する前に修理してください。

• 製造時の性能を適切に発揮できるよう、交換部
品は必ずトロの純正品をお使いください。

• バッテリーに関する安全事項

– バッテリーの充電は、火花や火気のない換気
の良い場所で行ってください。バッテリーと
充電器の接続や切り離しを行うときは、充電
器をコンセントから抜いておいてください。
また、安全な服装を心がけ、工具は確実に絶
縁されたものを使ってください。

– バッテリー液は毒性があり、皮膚に付くとや
けどを引き起こします。皮膚、目、衣服に付

着させないよう注意してください。バッテ
リーに関わる作業を行うときには、顔や目や
衣服をきちんと保護してください。

– バッテリーからは爆発性のガスが発生しま
す。バッテリーにタバコの火、火花などの火
気を近づけてはならない。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油
が高圧で噴出しているので、絶対に手などを近
づけない。リークの点検には新聞紙やボール紙
を使い、決して手で直接確かめない。高圧で噴
出する油圧オイルは皮膚を貫通し、身体に重大
な損傷を引き起こします万一このような事故が
起こったら数時間以内に外科手術を受けないと
壊疽 (えそ)を起こします

搬搬搬送送送すすするるる場場場合合合
• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすと

きには安全に十分注意してください。

• 積み込みには、機体と同じ幅のある歩み板を使
用してください。

• 荷台に載せたら、ストラップ、チェーン、ケー
ブル、ロープなどで機体を確実に固定してくだ
さい。機体の前後に取り付けた固定ロープは、
どちらも、機体を外側に引っ張るように配置し
てください。.

音音音圧圧圧
この機械は、オペレータの耳の位置における音圧レ
ベルが 92 dBAであることが確認されています ただ
しこの数値には不確定値K1 dBAが含まれています。

音圧レベルの確認は、EN ISO規則 11201に定める
手順に則って実施されています。

音圧レベルは、運転条件によって異なります。

音音音力力力
この機械は、音力レベルが 109 dBAであることが確
認されています ただしこの数値には不確定値K3.75
dBAが含まれています。

音圧レベルの確認は、ISO 3744に定める手順に則っ
て無負荷で実施されています。

腕腕腕おおおよよよびびび手手手ののの振振振動動動レレレベベベルルル
EN 12096ににに準準準拠拠拠しししたたた宣宣宣言言言

右手の振動レベルの実測値 = 2.2m/s2

左手の振動レベルの実測値 = 2.3m/s2

不確定値K = 1.2 m/s2

実測は、EC ISO 20643に定める手順に則って実施さ
れています。
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傾傾傾斜斜斜確確確認認認方方方法法法

G011841

図図図 3
このページをコピーして各個人が利用してください。

1. この機械を安全に使用できる法面の傾斜角度は16度です。法面で作業する場合には、まずその法面の傾斜角度をこのスロープチャー
トで確認してください。傾斜が16度を超える斜面では本機を使用しないでください。推奨傾斜角度の線に合わせてチャートを折る。

2. この辺を垂直に保持して、建物の壁や樹木に合わせる。

3. 図のようにして、実際の法面の角度を折り線とを比較する。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。読めなくなったも
のは必ず新しいものに貼り替えてください。

93–6686

1. 油圧オイル 2. オペレーターズマニュアル
を読むこと

93-7321

1. 回転刃による手足や指の切断の危険可動部に近づかない
こと。

93-7814

1. 巻き込まれる危険可動部に近づかないこと。

93-9084

1. 吊り上げポイント 2. ロープ掛けポイント

93-9363

1. 駐車ブレーキ 3. ロック解除

2. ロック

100-4650

1. 手にけがをする危険 周囲の人を十分に遠ざけること。

2. 手にけがをする危険 周囲の人を十分に遠ざけること。

107-9366

1. 異物が飛び出す危険人を近づけないこと。

115-2047

1. 警告 高温部に触れないこと。
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115-4020

1. 右旋回 3. 後退

2. 前進 4. 左旋回

117–2718

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこと 7. 保護メガネ等着用のこと 爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当て
を受けること

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止

121–4402

1. 前に押すとグラインダが下
降

3. 手前に引くとグラインダが
上昇

2. 右に動かすとグラインダが
右へ移動

4. 左に動かすとグラインダが
左へ移動

130-7580

1. エンジン始動 5. エンジン速度低速

2. エンジン作動 6. エンジン状態表示ランプ

3. エンジン停止 7. エンジン始動前に オペレー
ターズマニュアル を読むこ
と—1) 走行コントロールが
ニュートラル位置にあること
を確認; 2)スロットルレバー
を高速にセットし、チョーク
がある場合はチョークを閉
じ、ジョイスティックは操作
せずに; 3) キーを回すとエ
ンジンが始動する。

4. エンジン速度高速
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119-4606

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。 5. 爆発や感電の危険ガス管や電線を埋設している場所を掘削
しないこと事前に各社に確認すること。

2. グラインダによる手足の跳ね飛ばしの危険周囲の人を十分に遠
ざけること移動走行中にグラインダヘッドを回転させないこと。

6. 転倒して機械に押しつぶされる危険 斜面ではグラインダヘッド
を下げて走行すること。

3. 警告可動部に近づかないこと各部が停止するまで待つこと。 7. 爆発の危険燃料を補給する時にはエンジンを停止し、火気を
近づけないこと。

4. 警告講習を受けてから運転すること。 8. 警告 車両を離れるときはグラインダを下降させ、駐車ブレー
キが付いている機種では駐車ブレーキを掛け、エンジンを停
止し、キーを抜くこと。

121–4382

1. グラインダの操作については オペレーターズマニュアル を参照
すること—1)研削作業は切り株の手前側の端から表面に沿って
水平に行う 2)グラインダを切り株にわずかに沈ませるようにし 3)
地表面の高さになるまで研削したら 4) ヘッドを前進させる。

3. 1) グラインダ操作は、安全ロックとトリガを同時に押す 2) トリガ
を押し続けるとグラインダは回転し続ける。

2. 研削は切り株の中央部からではなく、端から開始する。
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組組組みみみ立立立ててて

液液液量量量ををを点点点検検検すすするるる
初めてエンジンを始動するまえに、エンジンオイル
と油圧オイルの量を点検すること詳細は エンジン
オイルの量を点検する (ページ 24)と 油圧オイルの
量を点検する (ページ 36)を参照。

バババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電すすするるる
バッテリーを充電する バッテリーを充電する (ペー
ジ 30)を参照。

昇昇昇降降降バババルルルブブブををを開開開くくく
グラインダを上昇させたりマシンを移動させたり
するためには、まずコントロールパネルの下にあ
る昇降バルブを開く必要があります 図 4。ノブを
左に回すとグラインダを上昇させられます。ノブ
を回すほど、上昇操作時のグラインダの上昇速度
が速くなります。

図図図 4

製製製品品品ののの概概概要要要
1

G024906

2

4

3

2 5

6

図図図 5

1. コントロールパ
ネル

3. エンジン 5. グラインダ

2. チップシールド 4. バッテリー 6. クローラ

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
実際にエンジンを始動して作業を始める前に、各部
分 図 6の操作方法をよく知っておいてください。

1 2 4 5 6 7 8 9

G024907

3

図図図 6

1. 始動キー 6. 基準バー

2. スロットルレバー 7. 後退安全プレート

3. エンジン状態表示ランプ 8. グラインダ制御レバー

4. アワーメータ 9. ハンドル

5. 走行コントロール

キキキーーースススイイイッッッチチチ

キースイッチには3つの位置があります OFF, Run,
Start です。
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• キーをStart位置に回すとエンジンが始動します。
エンジンが始動したらすぐにキーから手を放す
とキーは自動的に Run位置に移動します。

• キーをOFF位置に回すとエンジンは停止します。

スススロロロッッットトトルルルレレレバババーーー

スロットルを前に倒すとエンジン回転速度が速くな
り、後ろに引くと遅くなります。

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

エンジンが OFFの状態の時は本機の積算稼働時間
を表示します

基基基準準準バババーーー

基準バーは、運転時に手を置いたり操作の支点とし
て利用するためのものです。運転中は、必ず、どち
らかの手が基準バーにあるようにし、両手を放す
ことがないようにしてください。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ

レバーを引き上げると駐車ブレーキが掛かります。
レバーを下げると駐車ブレーキが解除されます。

図図図 7

1. 駐車ブレーキレバー

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルル

図図図 8

1. 基準バー操作時に握るなどして身体を安定させるためのも
のでバー自身は動きません

2. 走行コントロール操作レバーです

• 走行コントロールを前へ押すと前進します図 9。

図図図 9

• 後へ押すと後退します 図 10。後後後退退退時時時ははは、、、必必必ずずず
後後後ろろろののの安安安全全全ををを確確確認認認ししし、、、手手手ををを基基基準準準バババーーーににに置置置いいいてててくくく
だだださささいいい 図図図 8。。。

図図図 10

• 走行コントロールを右へ押すと右旋回します
図 11。

G008131

図図図 11

• 走行コントロールを左へ押すと左旋回します
図 12。

G008132

図図図 12

• 走行コントロールから手を離せば走行を停止
します 図 8。
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注注注 どの場合も、レバーを遠くへ押す引くほどその
方向への走行速度が上がります。

グググララライイインンンダダダ制制制御御御レレレバババーーー

グラインダ制御レバーの使用方法

• グラインダ 図 13の動作を開始するには、レバー
上部にある赤いボタンを押しながらトリガを握
り込みます。グラインダが動作を開始したら赤
いボタンから指を離してかまいません。

• グラインダ 図 13 を停止するには、トリガから
0.5秒間以上手を離します。

注注注 グラインダが動作中にトリガからごく短時間
0.5秒未満手を離した場合はグラインダは回転
を続けます。

図図図 13

1. ニュートラル 3. グラインダの運転を継続

2. グラインダを始動 4. グラインダを停止

• グラインダを上昇させるには、レバーを手前に
引きます 図 14。

図図図 14

• グラインダを下降させるには、レバーを前方に
押します 図 15。

図図図 15

• グラインダを右または左に旋回させるには、レ
バーを希望する方向に動かします。
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図図図 16

昇昇昇降降降速速速度度度コココンンントトトロロローーールルル

グラインダのヘッドが昇降するときの速度は、コン
トロールパネル右側の昇降速度コントロールで調整
することができます 図 17。ダイヤルを左に回すほど
昇降速度が速くなり、右へ回すほど遅くなります。

もしも、グラインダヘッドを上昇させた状態でマシ
ンを停止させる必要がでた場合には、コントロール
ダイヤルを右一杯に回してグラインダヘッドをロッ
クしてください。

注注注意意意
こここれれれををを怠怠怠っっっててて、、、コココンンントトトロロローーールルルダダダイイイヤヤヤルルルををを右右右一一一杯杯杯
ににに回回回さささずずずにににグググララライイインンンダダダヘヘヘッッッドドドををを上上上昇昇昇位位位置置置ににに放放放置置置
すすするるるととと、、、グググララライイインンンダダダヘヘヘッッッドドドががが落落落下下下しししててて人人人身身身事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

基基基本本本的的的ににに、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止さささせせせるるる前前前にににははは必必必ずずずグググ
ララライイインンンダダダををを地地地表表表面面面まままででで降降降下下下さささせせせてててくくくだだださささいいい。。。グググ
ララライイインンンダダダヘヘヘッッッドドドををを上上上昇昇昇位位位置置置ににに保保保持持持しししててておおおくくく必必必要要要
がががあああるるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずず、、、コココンンントトトロロローーールルルダダダイイイヤヤヤルルル
ををを右右右一一一杯杯杯ににに回回回しししてててくくくだだださささいいい。。。

図図図 17

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があ
ります。

幅 86cm

長さ 241cm

高さ 130cm

重量 794 kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセ
サリがそろっており、マシンの機能をさらに広げ
ることができます。 詳細は弊社の正規サービス
ディーラ、または代理店へお問い合わせください。
www.Toro.comでもすべての認定アタッチメントとア
クセサリをご覧になることができます。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

重重重要要要 運運運転転転前前前ににに、、、燃燃燃料料料残残残量量量とととオオオイイイルルル量量量ををを点点点検検検ししし、、、機機機
体体体ののの汚汚汚れれれををを落落落とととしししてててくくくだだださささいいい。。。作作作業業業エエエリリリアアアににに人人人がががいいい
ななないいいこここととと、、、障障障害害害物物物がががななないいいここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。
埋埋埋設設設管管管なななどどどがががあああるるる場場場合合合ははは、、、すすすべべべてててそそそののの位位位置置置にににマママーーー
キキキンンングググをををしししててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
使使使用用用推推推奨奨奨燃燃燃料料料

• 機械の性能を最も良く発揮させるために、オク
タン価87以上の、きれいで新しい購入後30日以
内無鉛ガソリンを使ってくださいオクタン価評
価法は(R+M)/2を採用。

• エタノールエタノールを添加10%までしたガソ
リン、MTBEメチル第3ブチルエーテル添加ガソ
リン15%までを使用することが可能です。エタ
ノールとMTBEとは別々の物質です。エタノール
添加ガソリン15%添加=E15は使用できません。
絶絶絶対対対ににに使使使用用用しししてててはははいいいけけけななないいいももものののエタノール含有
率が 10%を超えるガソリンたとえば E15含有率
15%、E20含有率 20%、E85含有率 85%。これら
の燃料を使用した場合には性能が十分に発揮さ
れず、エンジンに損傷が発生する恐れがあり、
仮にそのようなトラブルが発生しても製品保証
の対象とはなりません。

• メタノールを含有するガソリンは使使使用用用ででできききままませせせ
んんん。

• 燃料タンクや保管容器でガソリンを冬冬冬越越越しししさささせせせ
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。冬越しさせる場合には必ずス
タビライザ品質安定剤を添加してください。

• ガソリンにオオオイイイルルルををを混混混合合合しししななないいいでででくくくだだださささいいい。

危危危険険険
ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火
災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた
状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、
絶絶絶対対対ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななないいい。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。給給給油油油ははは燃燃燃
料料料タタタンンンクククののの首首首ののの根根根元元元かかかららら 613mm程程程度度度下下下ままま
でででとととすすするるる。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは
膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確
保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに
入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすするるる。。。
30日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり
付付付けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるるこここととと。。。

危危危険険険
燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンンににに
引引引火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすす
るるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• ガガガソソソリリリンンン容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに
直直直接接接置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給ししし
ななないいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製
ののの床床床材材材なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ
場場場がががなななくくくなななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪
ををを地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけ
れれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルル
かかからららででではははなななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれれ
ばばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンククク
ののの口口口ににに常常常時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

重重重要要要メメメタタタノノノーーールルル、、、メメメタタタノノノーーールルル添添添加加加ガガガソソソリリリンンン、、、10以以以上上上
のののエエエタタタノノノーーールルルををを添添添加加加しししたたたガガガソソソリリリンンンなななどどどははは本本本機機機ののの燃燃燃料料料
シシシススステテテムムムををを損損損傷傷傷しししままますすすかかかららら使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
ガガガソソソリリリンンンにににオオオイイイルルルををを混混混合合合しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

スススタタタビビビララライイイザザザ/コココンンンデデディィィシシショョョナナナにににつつついいいててて

機械を使用しない期間が90日間未満のときに燃料タ
ンクにガソリンを入れたままの状態で機械を格納保
管する場合には、燃料の鮮度を維持するためにスタ
ビライザー/コンディショナーを使ってください。
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以上の保管を行う場合はガソリンタンクを空にし
ておくほうが望ましい。

重重重要要要 エエエタタタノノノーーールルル、、、メメメタタタノノノーーールルルををを含含含んんんだだだ添添添加加加剤剤剤ははは絶絶絶
対対対ににに使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

適量のスタビライザー/コンディショナーをガソリ
ンに添加してください。

注注注 燃料スタビライザー/コンディショナーはガソリ
ンが新しいうちに添加するのが一番効果的です。燃
料系にワニス状の付着物が発生するのを防ぐため、
燃料スタビライザーは必ず使用してください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

1. 平らな場所に駐車し、グラインダを降下さ
せ、エンジンを停止させる。

2. エンジンを止め、エンジンが冷えるまで待つ。

3. 燃料キャップ図 18の周囲をきれいに拭いて
キャップ外す。

図図図 18

1. 燃料タンクのキャップ 2. 燃料計

4. 燃料タンクのふたを取り、給油口の首の根元
から 613mm下まで、無鉛ガソリンを入れる。

重重重要要要 こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張しししたたた
ととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたためめめ
ででであああるるる。。。燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。

5. 燃料タンクのキャップをしっかりとはめる。

6. こぼれたガソリンはふき取る。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、エンジンオイルの量を
点検してください手順はエンジンオイルの量を点検
する (ページ 24)を参照してください。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
1. スロットルレバーを Fastと Slowの中間位置

にセットする 図 19。

1 2

G024908

図図図 19

1. キー 2. スロットルレバー

2. キーを ON位置に回す 図 19。エンジンが始動
したら、キーから手を離してください。

重重重要要要 スススタタターーータタタははは 1度度度ににに 10秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで使使使用用用
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。もももししし10秒秒秒間間間以以以内内内にににエエエンンンジジジ
ンンンががが始始始動動動しししなななかかかっっったたた場場場合合合ははは、、、30秒秒秒間間間待待待っっっててて、、、
そそそれれれかかからららもももううう一一一度度度始始始動動動ををを試試試みみみてててくくくだだださささいいい。。。こここ
ののの手手手順順順ををを守守守らららななないいいとととスススタタターーータタタモモモーーータタタををを焼焼焼損損損すすす
るるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

3. スロットルレバーを希望位置にセットする 図
19。

重重重要要要 油油油圧圧圧シシシススステテテムムムががが冷冷冷たたたいいい間間間にににエエエンンンジジジンンンををを高高高
速速速ででで運運運転転転すすするるるととと外外外気気気温温温ががが0℃℃℃付付付近近近まままたたたはははそそそれれれ以以以
下下下、、、油油油圧圧圧シシシススステテテムムムががが損損損傷傷傷ををを受受受けけけるるるここことととがががああありりり
ままますすす。。。低低低温温温時時時にににははは、、、スススロロロッッットトトルルルををを中中中間間間位位位置置置ののの
まままままま分分分エエエンンンジジジンンンををを回回回しししてててかかからららスススロロロッッットトトルルルををを高高高
速速速ウウウサササギギギ位位位置置置にににしししてててくくくだだださささいいい。。。そそそれれれ以以以外外外ののの温温温
度度度ののの時時時にににははは、、、フフフルルルスススロロロッッットトトルルルででで運運運転転転すすするるるのののががが
マママシシシンンンののの性性性能能能ををを最最最もももよよよくくく引引引ききき出出出ししし、、、エエエンンンジジジンンン
ののの冷冷冷却却却効効効果果果ををを高高高めめめるるるここことととににになななりりりままますすす。。。

注注注 外気温が氷点下の場合は機械をガレージに
保管しておくと機械の温度が下がりすぎず、
始動がスムーズに行えます。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
1. グラインダを停止して地表面まで降下させる。

2. スロットルレバーを SLOW位置に動かす 図
19。

3. キーを OFF位置に回す 図 19。

注注注 負荷の掛かる作業をした後やエンジンが高
温になっているときは、分間ほどアイドリン
グしてからキーをOFFにしてください。エン
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ジンが徐々に冷えるので機械のために良い効
果があります。ただし緊急の場合は直ちにエ
ンジンを停止してください。

4. キーを抜き取る。

停停停止止止手手手順順順
マシンを停止させるには、走行コントロールから
手を離し、スロットルレバーを SLOW 亀 にセット
し、グラインダを地表面まで降下させ、エンジンを
停止して、キーを抜き取ります。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででももも
いいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、
危危危険険険ででであああるるる。。。

たたたとととえええ数数数秒秒秒でででももも機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる場場場合合合ははは、、、必必必ずずず始始始
動動動スススイイイッッッチチチかかからららキキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるるこここととと。。。

故故故障障障しししたたたマママシシシンンンををを移移移動動動すすするるるにににははは
重重重要要要 油油油圧圧圧シシシススステテテムムムののの損損損傷傷傷ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、牽牽牽引引引しししたたた
りりり手手手押押押しししででで移移移動動動すすするるるととときききははは、、、必必必ずずず牽牽牽引引引バババルルルブブブををを開開開
けけけててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。

1. エンジンを止める。

2. 下のシールドを外す。

3. レンチを使って、油圧モータについている牽
引バルブを左に2回転させる 図 20。

図図図 20

1. 牽引バルブ

4. 下部シールドを取り付け、マシンを牽引する。

5. マシンの修理が終わったら、牽引バルブを閉
じる。

切切切りりり株株株ののの切切切削削削作作作業業業

危危危険険険
こここののの機機機械械械ははは手手手足足足ををを切切切断断断すすするるる能能能力力力がががあああるるる。。。

• グググララライイインンンダダダががが動動動作作作中中中ははは、、、運運運転転転位位位置置置ををを離離離れれれななな
いいいこここととと。。。グググララライイインンンダダダににに近近近づづづかかかななないいいこここととと。。。

• 周周周囲囲囲ののの人人人間間間ををを十十十分分分ににに遠遠遠ざざざけけけててておおおくくくこここととと。。。

• 人人人ややや動動動物物物ががが近近近づづづいいいてててきききたたたららら直直直ちちちにににグググララライイインンン
ダダダををを停停停止止止さささせせせるるるこここととと。。。

警警警告告告
切切切りりり株株株ののの切切切削削削中中中ははは、、、切切切削削削片片片、、、土土土なななどどどががが飛飛飛んんんでででくくく
るるる。。。こここれれれらららににに当当当たたたるるるとととけけけがががをををすすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• グググララライイインンンダダダををを使使使用用用すすするるる時時時ははは必必必ずずずフフフルルルフフフェェェーーー
スススタタタイイイプププのののヘヘヘルルルメメメッッットトトををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

• 周周周囲囲囲ののの人人人間間間ををを十十十分分分ににに遠遠遠ざざざけけけててておおおくくくこここととと。。。

警警警告告告
切切切削削削作作作業業業中中中はははグググララライイインンンダダダかかかららら大大大きききななな音音音ががが発発発生生生
ししし、、、聴聴聴覚覚覚ををを損損損なななううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

グググララライイインンンダダダののの運運運転転転ににに際際際しししてててははは必必必ずずず聴聴聴覚覚覚保保保護護護具具具
ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

1. エンジンを始動し、グラインダを上昇させ、
スロットルレバーをFAST位置に動かし、マシ
ンを切り株の正面に移動させる。

2. グラインダ制御レバーと走行コントロールを
使って、グラインダを切り株の表面から 2.5 cm
程度低い高さに位置決めする。

3. グラインダを始動し、グラインダの速度が最
高になるまで待つ。

4. グラインダ制御レバーを使って、グラインダ
で切り株の表面をゆっくりと掃くように移動
させて切削を開始する 図 21。

重重重要要要 グググララライイインンンダダダががが切切切りりり株株株ににに接接接触触触すすするるるととと自自自動動動
的的的ににに切切切削削削ににに適適適しししたたた速速速度度度まままででで下下下がががっっっててて切切切りりり株株株ををを
削削削りりり始始始めめめままますすす。。。
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図図図 21

5. グラインダの高さを約 2.5cm下げて、掃きもど
すようにして切り株を更に切削する。

6. ステップ 5を繰り返して地表面と同じ高さま
で切削する。

7. グラインダを上昇させて、残っている切り株
の表面から 2.5cm程度低い高さに位置決めし、
マシンを少し前進させ、ステップ 4 6を繰り返
して切り株全体を完全に切削除去する。

8. 地表に露出している太い根を切削する必要があ
るときには、太い根それぞれの上にマシンを
移動し、走行コントロールとグラインダコン
トロールを使って根に沿って切削を進める。

マママシシシンンンををを搬搬搬送送送すすするるる場場場合合合ののの固固固定定定方方方法法法
マシンをトレーラなどで搬送する時には必ず以下
の手順を守ってください

重重重要要要 公公公道道道ををを走走走行行行しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

1. エンジンを止める。

2. グラインダを下降させる。

3. マシンの前後にあるロープ掛けポイントを利
用して、ロープやチェーンなど適切なもので
トレーラに機体を固定する 図 22と 図 23。

注注注 ロープ掛けや積荷固定についてはそれぞれ
の地域の法令などを順守してください。

図図図 22

1. 機体前部のロープ掛けポイント

1
G024909

図図図 23

1. 車両後部のロープ掛けポイント

マママシシシンンンををを持持持ちちち上上上げげげるるる
ロープ掛けポイントを吊り上げポイントとして利用
することができます 図 22と 図 23。
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ヒヒヒンンントトト
• 機体を損傷させないよう、使用前に作業場所か

らごみや岩などを取り除いてください。

• 切削中、エンジンは常に最高速度フルスロット
ルで運転してください。

• 切り株の手前側のエッジ部分を切削するように
するのが効率的です。切削が進んでホイールの
直径の 1/4に近くなったら 図 21、グラインダを
一旦上昇させてマシンを前進させ、再びエッジ
部分から削り始めるようにします。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 50 時間 • クローラの張りを点検調整する。

使用するごとまたは毎日

• グリスアップ （洗浄後はすぐに行う。）
• エンジンオイルの量を点検する。
• エンジンのスクリーンを清掃する。
• 刃をホースを点検し、破損や摩耗しているものは全て交換（または裏返して取り付
け）する。

• マシンの外側を清掃する。
• ボルトナット類にゆるみがないか点検する。

使用後毎回 • クローラを洗浄し状態を点検する。

25運転時間ごと
• バッテリー液の量を点検する。
• 油圧オイルの量を点検する。

100運転時間ごと

• エンジンオイルを交換する（できればフィルタも） （ほこりの多い環境で使用するとき
は整備間隔を短くする）

• クローラの張りを点検調整する。
• 油圧ラインに、オイル漏れ、フィッティングのゆるみ、ねじれ、支持部のゆるみ、磨耗や
腐食などがないか点検し、必要に応じて整備・修理する。

150運転時間ごと
• 一次フィルタを点検する。
• 低圧燃料フィルタを交換する （ほこりの多い環境で使用するときは整備間隔を短くする）

200運転時間ごと
• エンジンオイルフィルタの交換を行う。
• 油圧フィルタを交換する。

250運転時間ごと • ロードホイールを点検しグリスアップする。

300運転時間ごと
• 一次エアフィルタを交換する （砂やほこりの多い環境では整備間隔を短くする）。
• インナーエアフィルタを点検する。

400運転時間ごと • 油圧オイルを交換する。

600運転時間ごと
• インナーエアフィルタを交換する。
• 点火プラグを交換する。

1500運転時間ごと • 全部の可動部油圧ホースを交換する。

1年ごとまたは長期保管前
• クローラの張りを点検調整する。
• 塗装傷のタッチアップを行う。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照のののこここととと。。。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。点点点火火火コココーーードドドががが絶絶絶対対対ににに
点点点火火火プププラララグググととと触触触れれれるるるここことととのののななないいいよよよううう、、、確確確実実実ににに隔隔隔離離離すすするるるこここととと。。。

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業
カバーを開く時は、必ず、エンジンを停止してキー
を抜き取り、エンジンが冷えるのを待つようにし
てください。

前前前カカカバババーーーののの取取取りりり外外外ししし
1. グラインダを降下させ、エンジンを止め、キー

を抜き取り、機体が冷えるまで待つ。
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警警警告告告
マママシシシンンンののの運運運転転転終終終了了了直直直後後後ははは、、、カカカバババーーーやややそそそののの下下下
にににあああるるるマママフフフラララーーーががが高高高温温温ににになななっっっててておおおりりり、、、触触触れれれ
るるるととと大大大やややけけけどどどをををすすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。

エエエンンンジジジンンン停停停止止止後後後ににに機機機体体体ががが十十十分分分ににに冷冷冷えええてててかかかららら
カカカバババーーーををを取取取りりり外外外すすすよよようううにににすすするるるこここととと。。。

2. 前カバーを機体に固定しているねじ2本をゆる
める図 24。

G021242

1

2
図図図 24

1. カバー 2. ねじ

3. カバーを前方に少しずらし、そこから持ち上
げて機体から取り外す 図 24。

前前前カカカバババーーーののの取取取りりり付付付けけけ
1. グラインダ降下させ、エンジンを止め、キー

を抜き取る。

2. 前カバーをセットし、ねじ2本で機体に固定
する 図 24。

下下下部部部シシシーーールルルドドドののの取取取りりり外外外ししし
1. グラインダ降下させ、エンジンを止め、キー

を抜き取る。

2. 下部シールドを機体に固定しているボルト2
本を交互にゆるめてシールドを外す図 25。

重重重要要要 下下下部部部シシシーーールルルドドドにににつつついいいててていいいるるるボボボルルルトトトナナナッッットトト
類類類ははは、、、カカカバババーーーををを外外外しししてててももも、、、カカカバババーーーかかかららら外外外れれれままま
せせせんんん。。。両両両方方方のののボボボルルルトトトををを数数数回回回転転転ずずずつつつゆゆゆるるるめめめてててカカカ
バババーーーががが外外外れれれかかかけけけたたた状状状態態態にににししし、、、そそそれれれかかかららら、、、両両両方方方
のののボボボルルルトトト類類類ををを完完完全全全にににゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーををを外外外すすすよよよ
うううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。こここのののよよようううにににすすすれれればばば、、、誤誤誤っっっ
てててリリリテテテーーーナナナかかからららボボボルルルトトトををを外外外しししてててしししまままうううここことととががが
ああありりりままませせせんんん。。。

図図図 25

1. 下部シールド 2. ボルト

3. シールドを引き離すようにして機体から外す。

下下下部部部シシシーーールルルドドドののの取取取りりり付付付けけけ
1. グラインダ降下させ、エンジンを止め、キー

を抜き取る。

2. 下部シールドを機体にセットする図 25。

注注注 下部シールドを少し持ち上げるようにして
確実にセットしてください。

3. 先ほど外したボルトを使ってシールドを固定
する。
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潤潤潤滑滑滑

グググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 洗浄後はすぐ

に行う。

グリスの種類汎用グリス

1. グラインダ降下させ、エンジンを止め、キー
を抜き取る。

2. グリスニップルをウェスできれいに拭く。

3. ニップルにグリスガンを接続する図 26図 28。

4. グリスがはみ出てくるまで注入する約3回の
ポンプ動作。

5. はみ出したグリスはふき取る。

図図図 26

図図図 27

図図図 28
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 150運転時間ごと—一次フィルタを点検

する。

300運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方—一次エアフィルタを交換する 砂やほこ
りの多い環境では整備間隔を短くする。

300運転時間ごと—インナーエアフィルタを点
検する。

600運転時間ごと—インナーエアフィルタを交
換する。

注注注砂やほこりのひどい場所で使用する場合は、点検
間隔を短くしてください。

エエエアアアフフフィィィルルルタタタののの取取取りりり外外外ししし

1. グラインダを下降させ、エンジンを停止する。

2. キーを抜き取る。

3. エアクリーナのラッチを外し、ボディーから
カバーを抜き出す図 29。

1 2 3 4

G024910

図図図 29

1. エアクリーナのカバー 3. インナーフィルタ

2. 1次フィルタ 4. エアクリーナのボディ

4. カバーの内部を圧縮空気できれいに清掃する。

5. 次フィルタをゆっくり引き抜くようにしてエ
ア・クリーナのボディーから外す図 29。

注注注 ボディの側面にフィルタをぶつけないよ
うに注意すること。

6. インナーフィルタは、交換するとき以外は外
さない。

重重重要要要 イイインンンナナナーーーフフフィィィルルルタタタははは絶絶絶対対対ににに洗洗洗浄浄浄しししななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。イイインンンナナナーーーフフフィィィルルルタタタががが汚汚汚れれれててていいいるるる場場場合合合
にににははは、、、次次次フフフィィィルルルタタタががが破破破損損損しししててていいいままますすす。。。そそそののの場場場
合合合にににははは両両両方方方のののフフフィィィルルルタタタををを交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

7. フィルタの外側から照明を当てて1次フィルタ
の内側を点検し、傷などがないか確認する。
フィルタに穴があいているとその部分が明る
く見える。破損しているフィルタは捨てる。

フフフィィィルルルタタタののの取取取りりり付付付けけけ

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、必必必ずずず両両両方方方のののエエエアアア
フフフィィィルルルタタタををを取取取りりり付付付けけけ、、、カカカバババーーーをををつつつけけけててて運運運転転転しししてててくくく
だだださささいいい。。。

1. 新しいフィルタの場合は出荷時に破損するな
どの傷がついていないか点検する。

注注注 破損しているフィルタを使用しないこと。

2. インナーフィルタを交換する場合には、十分
に注意しながら、フィルタのボディに挿入す
る図 29。

3. インナーフィルタにかぶせるようにして、1次
フィルタを取り付ける図 29。

注注注 次フィルタの外側リムをしっかり押さえて
確実に装着してください。

重重重要要要 フフフィィィルルルタタタののの真真真んんん中中中柔柔柔らららかかかいいい部部部分分分ををを持持持たたた
ななないいい。。。

4. エアクリーナのボディーにカバーを取り付
け、ラッチで固定する 図 29。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルにににつつついいいててて
オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ 洗浄性オイルAPI規格 SJまたは
それ以上

オオオイイイルルルののの量量量 2.9リットルフィルタ交換時

粘粘粘度度度以下の表を参照のこと。

20W-50

10W-30

SAE 30

5W-30

100

403020100-10-20-30

-20 0 20 32 40 50 60 75 80°F

°C

g024123

図図図 30

Toroのプレミアムエンジンオイルを弊社正規代理店
にてお求めいただくことができます。

注注注 酷寒地 -23ºC以下 では、合成オイルをご使用いた
だくとエンジンの始動性が改善されます。
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エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

注注注 オイルの点検はエンジンが冷えた状態で行って
ください。

警警警告告告
高高高温温温部部部ににに触触触れれれるるるととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

手手手足足足ややや顔顔顔ややや衣衣衣服服服ををを回回回転転転部部部やややマママフフフラララなななどどどののの高高高温温温部部部
ににに近近近づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

重重重要要要 オオオイイイルルルののの入入入れれれすすすぎぎぎははは、、、かかかえええっっってててエエエンンンジジジンンンををを傷傷傷
めめめままますすす。。。まままたたた、、、オオオイイイルルル量量量ががが下下下限限限マママーーークククよよよりりり少少少ななないいい
状状状態態態でででエエエンンンジジジンンンををを作作作動動動さささせせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。エエエンンン
ジジジンンンををを傷傷傷めめめままますすす。。。

1. グラインダを下降させ、エンジンを停止す
る。キーを抜き取る。

2. 図 31に従ってオイルの量を点検する。
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図図図 31

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到
達した方 ほこりの多い環境で使用
するときは整備間隔を短くする

注注注廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど適切な
方法で処分してください。

1. エンジンを始動し、5分間程度運転する。これ
によりオイルが温まって排出しやすくなる。

2. オイルが完全に抜けるように、機体の後部側が
前部側よりもやや低くなるように駐車する。

3. グラインダを下降させ、エンジンを停止す
る。キーを抜き取る。

4. ドレンホースの下に廃油受けを置く。ドレン
バルブを回して開き、オイルを排出する図 32
と 図 33。

1

G02491 1

図図図 32

1. オイルドレンバルブ

1

G024912

図図図 33

1. オイルドレンホース
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5. オイルが完全に抜けたらドレンプラグを閉じ
る。

6. 廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど適
切な方法で処分してください。

7. 所定量の 80%程度のオイルをゆっくり入れ、
そこから、残りの量を注意深く足してFULL
マークまで入れる図 34。

G008796
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図図図 34

8. エンジンを始動し、平らな場所へ移動する。
その後、オイルの量をもう一度点検する。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

注注注 エンジンオイルとフィルタの交換を行う。 ほこ
りなどのひどい場所で使用する場合は、整備間隔
を短くする。

1. フィルタ取り付け部周辺をウェスできれいに
ぬぐう。

2. エンジンからオイルを抜く エンジンオイルの
交換 (ページ 24)を参照。

3. 図 35に示す手順でエンジンオイルを交換す
る。

G015198
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図図図 35

重重重要要要 フフフィィィルルルタタタのののガガガスススケケケッッットトトがががエエエンンンジジジンンンににに当当当
たたたるるるまままででで締締締めめめ込込込みみみ、、、そそそこここかかからららさささらららににに3/4回回回転転転
締締締めめめ付付付けけけるるる。。。

4. 適切な種類の新しいオイルをエンジンに入れ
る。
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点点点火火火プププラララグググののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 600運転時間ごと—点火プラグを交換す

る。

取り付ける前に、電極間のすきまの調整を正しく
行ってください。取り付け、取り外しには必ず専用
のレンチを使い、エアギャップの点検調整にはす
きまゲージやギャップ調整工具などを使ってくだ
さい。決められた交換時期ごとに新しい点火プラ
グと交換してください。

タタタイイイプププ : Champion® XC10YCまたは同等品

エエエアアアギギギャャャッッップププ0.76 mm

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり外外外ししし
1. グラインダを下降させ、エンジンを停止す

る。キーを抜き取る。

2. 各点火プラグを取り外す。

G024913

図図図 36

新新新しししいいい点点点火火火プププラララグググののの隙隙隙間間間ををを点点点検検検調調調整整整すすするるる。。。

電極間のすき間を 0.76mmに調整する。

G008794

1 2

図図図 37

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり付付付けけけ

点火プラグを 27 N.m20 ft-lb = 2.21 kg.mにトルク締
めする。

図図図 38
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燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの内内内部部部清清清掃掃掃

危危危険険険
ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火
災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええてててかかかららら燃燃燃料料料タタタンンンクククかかからららガガガソソソ
リリリンンンををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。こここののの作作作業業業ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ののの広広広いいい
場場場所所所ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

1. 燃料が完全に抜けるよう、平らな場所に駐車
する。

2. グラインダを下降させる。

3. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

4. 下部シールドを取り外す 下部シールドの取り
外し (ページ 21)を参照。

5. 燃料バルブ 図 39 を閉じる。

図図図 39

1. 燃料バルブ

6. エンジンと燃料バルブをつないでいるホース
のホースクランプをゆるめて、バルブから離
れた位置に移動させる。

7. 燃料ラインをバルブから抜き取る。燃料バル
ブを開き、排出される燃料を適切な容器に受
ける。

注注注 燃料タンクが空になったこの時に燃料フィ
ルタを交換するのがベストです。低圧燃料フィ
ルタの交換 (ページ 27)を参照してください。

8. 燃料バルブに燃料ホースをつなぐ。ホースク
ランプを燃料フィルタの位置までずらして燃
料ラインを固定する。

9. 下部シールドを取り付ける 下部シールドの取
り付け (ページ 21)を参照。

10. こぼれた燃料はふき取ってください。

注注注燃料バルブは、バッテリーの後ろからフレームを
抜ける形でアクセスすることも可能です 図 40。

図図図 40

1. 燃料バルブ

低低低圧圧圧燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 150運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方 ほこりの多い環境で使用
するときは整備間隔を短くする

汚れているフィルタを再取り付けするのは絶対に
やめてください。

注注注 フィルタの取り付け方をよく観察してからフィ
ルタを取り外す。

注注注 こぼれた燃料はふき取ってください。

1. グラインダを下降させる。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. 燃料バルブを閉じる。

4. 古いフィルタのクランプをゆるめて脇に寄せ
る(図 41)。

G008963
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図図図 41

1. 燃料フィルタ 3. 燃料ライン

2. ホースクランプ

5. ホースからフィルタを抜き取る。
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6. 新しいフィルタをホースに取り付け、クラン
プで固定する。

7. 燃料バルブを開く。

8. 燃料タンクを点検し、必要に応じて修理する。

9. こぼれた燃料はふき取ってください。

高高高圧圧圧燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの整整整備備備
高圧燃料フィルタは整備しないでください。

高圧燃料フィルタは燃料ポンプモジュールと一体化
されています。高圧燃料フィルタを始め、燃料ポン
プモジュール内の機器は整備できません。燃料ポン
プモジュールは分解しないでください。

燃料ポンプモジュールの交換は弊社サービスティー
ラにお任せください。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと—バッテリー液の量を点

検する。

バッテリーの表面はいつもきれいに、常にフル充
電状態にしておきましょう。バッテリーやバッテ
リーボックスの清掃にはペーパータオルが便利で
す。端子が錆びた場合には水に対して重曹の割合で
溶かした液を使い、ブラシで清掃します。清掃後
は、腐食防止のためにバッテリー端子にワセリンな
どを塗布してください。

電圧 12V,冷間クランキング電流 280A @ -18°C。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは
鉛鉛鉛ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
でででははは発発発ガガガンンン性性性ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここ
すすす物物物質質質とととささされれれててていいいままますすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは

手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる
硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮膚膚膚ややや
目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。安安安
全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを保保保護護護すすするるるこここ
ととと。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外ししし

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属部部部
分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととと
きききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに
注注注意意意すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。
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警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるる
とととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララススス赤赤赤ケケケーーー
ブブブルルルををを外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイナナナ
ススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

1. グラインダを下降させる。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. マイナスケーブルのゴムカバー黒を外す。
バッテリーのマイナス - 端子から、マイナス
ケーブルを外す 図 42。

図図図 42

1. マイナスケーブル ゴムカ
バーを表示

4. バッテリー

2. プラスケーブル ゴムカバー
は表示せず

5. Jボルト

3. バッテリー押さえ板

4. プラス端子赤色から赤いゴムカバーを外す。
赤いプラス+ケーブルを取り外す図 42。

5. バッテリーを固定している押さえ板、Jボル
ト、ロックナットを外してバッテリーを外す
図 42。

バババッッッテテテリリリーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. 機体にバッテリーを取り付ける図 42。

2. 押さえ板、Jボルト、ロックナットを使って、
バッテリーを固定する。

3. まず、プラスケーブル赤を、バッテリーのプ
ラス+端子にはめ、ボルト、ワッシャ、ナット
で固定する図 42。ゴムカバーをかぶせる。

4. 次に、マイナスケーブルとアース線を、バッ
テリーのマイナス-端子にはめ、ボルト、ワッ
シャ、ナットで固定する図 42。ゴムカバー
をかぶせる。

バババッッッテテテリリリーーー液液液ののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる
硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮
膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるる
こここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを
保保保護護護すすするるるこここととと。。。

• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、
必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

1. バッテリーを側面から見て液の量を確認す
る。電解液が 上上上ののの線線線まであればよい図 43。
バッテリー液の量が下の線より下がらないよ
うに管理する図 43。

図図図 43

1. キャップ 3. 下の線

2. 上の線

2. 液量が少なければ、蒸留水を補給する「バッ
テリーに蒸留水を補給する」を参照。

バババッッッテテテリリリーーーににに蒸蒸蒸留留留水水水ををを補補補給給給すすするるる

バッテリー液の補充は運転前に行うのが最も効果的
です。運転中に水と電解液がよく混合します。

1. 車体からバッテリーを外す「バッテリーの取
り外し」を参照。

重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーーををを機機機体体体ににに取取取りりり付付付けけけたたたままままままででで
蒸蒸蒸留留留水水水ををを補補補給給給しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。電電電解解解液液液ががが万万万
一一一、、、こここぼぼぼれれれててて車車車両両両ににに触触触れれれるるるととと各各各部部部ににに激激激しししいいい腐腐腐
食食食ががが発発発生生生すすするるる。。。

2. ペーパータオルでバッテリーの上面をきれい
に拭く。
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3. バッテリーの各セルのキャップを外す図 43。

4. 液量が上の線に達するまで図 43、各セルに蒸
留水をゆっくりと補給する。

重重重要要要 入入入れれれすすすぎぎぎははは禁禁禁物物物ででですすす バババッッッテテテリリリーーー液液液硫硫硫酸酸酸ががが
こここぼぼぼれれれるるるととと金金金属属属部部部分分分ををを腐腐腐食食食さささせせせ、、、シシシャャャーーーシシシががが
損損損傷傷傷しししままますすす。。。

5. 各セルに補給した後、510分待って液量がバッ
テリーケースの上の線図 43に届かなければ
蒸留水を足す。

6. 通気キャップを取り付ける。

バババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電すすするるる

警警警告告告
充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに火火火気気気ををを
近近近づづづけけけななないいい。。。

重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーーははは常常常時時時フフフルルル充充充電電電状状状態態態ににに維維維持持持しししてててくくく
だだださささいいいこここのののとととききき電電電解解解液液液ののの比比比重重重ははは1.265ににになななりりりままますすす。。。
特特特ににに氷氷氷点点点下下下ででで保保保管管管すすするるる場場場合合合にににはははこここのののここことととををを守守守っっっててて
くくくだだださささいいい。。。

1. 車体からバッテリーを外す「バッテリーの取
り外し」を参照。

2. 電解液の量を点検する「電解液の量を点検す
る」を参照。

3. バッテリーの各セルにキャップがはまってい
るのを確認し、充電器に接続し、充電電流を
34 Aにセットする。34 Aで48時間充電する
12V。充充充電電電しししすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

4. 充電が終わったら、チャージャのプラグをコ
ンセントから抜いてから、チャージャのリー
ド線をバッテリー端子から外す図 44。

5. バッテリーをマシンに取り付け、バッテリー
ケーブルを接続する「バッテリーを取り付け
る」を参照。

注注注 バッテリーを外したままの状態でマシンを
動作させないでください。電気系統に破損が
発生する恐れがあります。

図図図 44

1. バッテリーのプラス端子 3. 充電器からの赤色+コード

2. バッテリーのマイナス端子 4. 充電器からの黒色-コード

ヒヒヒュュューーーズズズののの交交交換換換
全部で4本のヒューズを使用しています。ヒューズ
はコントロールパネルの左下にあります図 45。

始動回路 30A
不使用 25A
冷却ファン回路 20A
ヘッドライトオプション 15A

図図図 45

1. ヒューズブロック
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走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

クククロロローーーラララののの整整整備備備

クククロロローーーラララののの洗洗洗浄浄浄

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用後毎回

クローラの状態を定期的に点検してください。摩耗
が進んだクローラは交換してください。

1. グラインダを下降させる。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. 圧力洗浄機または水道水ホースで左右のク
ローラ部分を洗浄する。

重重重要要要 高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは、、、クククロロローーーラララキキキャャャタタタピピピラララ部部部分分分ののの清清清
掃掃掃にににのののみみみ使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。他他他ののの部部部分分分ののの洗洗洗浄浄浄にににははは高高高
圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。圧圧圧力力力洗洗洗浄浄浄器器器ををを使使使
うううととと、、、電電電気気気系系系統統統ややや油油油圧圧圧バババルルルブブブににに水水水ががが浸浸浸入入入ししし、、、トトトラララブブブ
ルルルののの原原原因因因とととなななりりりままますすす。。。

重重重要要要 ホホホイイイーーールルルととと駆駆駆動動動スススプププロロロケケケッッットトトももも完完完全全全ににに洗洗洗浄浄浄ししし
てててくくくだだださささいいい 図図図 46。。。

図図図 46

1. ロードホイール 3. クローラ

2. 駆動スプロケット

クククロロローーーラララののの張張張りりりののの点点点検検検ととと調調調整整整

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50時間

100運転時間ごと

クローラの長さ方向の中央部分ロードホイールと駆
動スプロケットの中間部分を 20kgほどの力で押して
クローラの張りを点検します。たわみが 610mm程
度であれば適正である 図 47を参照。たわみが適正
範囲にない場合には、以下の調整を行う。

図図図 47

1. 平らな場所に駐車する。

2. エンジンを停止させ、グラインダを降下させ、
キーを抜き取り、各部が完全に停止したのを
確認してから運転位置を離れる。

3. クローラのテンションボルトのジャムナット
をゆるめる図 48。

図図図 48

1. テンションボルト 3. クランプボルト

2. ジャムナット

4. テンションボルトを 32.540N·m3.34.2kg.m =
2430ft-lbにトルク締めする 図 48。

5. クローラのスパンの中央部を 20 kg程度の力で
押したときのたわみが 0.6-1 cm未満であること
を確認する。必要に応じてテンションボルト
のトルクを調整する。

6. ジャムナットを締める。

クククロロローーーラララののの交交交換換換

摩耗が進んだクローラは交換してください。

1. グラインダを下降させる。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. 交換したい側を持ち上げてクローラを床から
810cm程度浮かせ、この状態で支持する。

4. テンションボルトとジャムナットをゆるめる
図 48。

5. テンショニングホイールを機体後方に向けて
押して一杯まで移動させる図 49。
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図図図 49

1. テンショニングホイール

6. クローラを外すテンショニングホイールの上
から始めて、クローラを前進方向に回転させ
ながら、皮をむく要領で取り外す。

7. テンショニングホイールから外れたら、機体
から取り出す図 49。

8. 新しいクローラは、駆動スプロケットからス
タートして、巻きつけるように取り付ける。
クローラの内側についている爪がスプロケッ
トの溝にはまるように取り付けること図 46。

9. 後ロードホイールと中央ロードホイールの下
と間にクローラを押し込むようにして取り付
ける図 46。

10. テンショニングホイールの下側からスタート
して、クローラを後退方向に回転させながら
テンショニングホイールに取り付ける。

11. テンションボルトとナットを取り付ける。

12. テンションボルトを 33-41 N·m3.34.2 kg.mにトル
ク締めしてクローラを締め付ける。

13. クローラのスパンの中央部を 20 kg程度の力で
押したときのたわみが 0.6-1 cm未満であること
を確認する。必要に応じてテンションボルト
のトルクを調整する。

14. ジャムナットを締める。

15. 機体を床面に降ろす。

16. 機体のもう一方の側にも、ステップ315の作
業を行う。

ロロローーードドドホホホイイイーーールルルののの点点点検検検とととグググリリリスススアアアッッップププ

整整整備備備間間間隔隔隔: 250運転時間ごと

1. クローラを外す クローラの交換 (ページ 31)を
参照。

2. 各下クローラガイドロードホイールを囲って
いるを固定しているボルト各4を外してガイ
ドを取り外す図 50。

図図図 50

1. ロードホイール 3. クローラガイドのボルト2本
のみ図示

2. 下クローラガイド

3. ロードホイールについているスナップリング
とキャップを外す図 51。

図図図 51

1. ロードホイール 3. スナップリング

2. ロードホイールのキャップ

4. キャップ外した部分とガスケット周囲のグリ
スの状態を見る 図 51。グリスが劣化している
ようであれば、完全にふき取り、ガスケット
を交換して新しいグリスを入れる。

5. ロードホイールのベアリングにガタがなく、ホ
イールが滑らかに回転することを確認する。
万一ベアリングが固着している場合は、弊社
の正規サービスディーラに依頼してロードホ
イールを交換する。

6. グリスを入れたキャップをボルトの頭に取り
付ける 図 51。

7. キャップをスナップリングで固定する 図 51。
8. すべてのホイールに対して、ステップ37の作

業を行う。

9. 先ほど取り外したボルト類を使って、各ク
ローラガイドを機体に取り付ける。各ボルト
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を 91112Nm9.311.5kg.m = 6783ft-lbにトルク締め
する。

10. クローラを取り付ける クローラの交換 (ペー
ジ 31)を参照。

冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンスススクククリリリーーーンンンののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

毎回、運転前に、エンジンスクリーンやその付近に
刈りかすやごみがたまっていたら取り除いてくださ
い。これにより、十分な冷却効果と適正なエンジン
回転数が確保でき、エンジンのオーバーヒートや損
傷の発生を抑えることができます。
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ベベベルルルトトトののの整整整備備備

ポポポンンンプププ駆駆駆動動動ベベベルルルトトトののの交交交換換換
ベルトから音が出る、ベルトが割れている、ひどく
磨耗しているなどの場合は交換してください。交換
用のベルトは弊社代理店でお求めください。

1. グラインダを上昇させ、グラインダロックで
固定する。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. 機体の後部を持ち上げてジャッキスタンドで
支える。

4. 下部シールドを取り外す 下部シールドの取り
外し (ページ 21)を参照。

5. ポンプ駆動カップラについている固定ねじを
ゆるめる 図 52。

図図図 52

1. ポンプ駆動カップラ 3. ベルト

2. 固定ねじ

6. カップラを降ろしてプーリから遠ざける 図
52。

7. スプリングプラー 特殊工具代理店でお求めく
ださいまたは頑丈な金属製のフックを使って、
アイドラプーリの端部をスプリングボルトから
引き出し、ベルトのテンションをゆるめる。

8. ベルトを取り外す。

9. プーリに新しいベルトを取り付ける。

10. アイドラプーリスプリングをボルトに取り付
ける。

11. カップラを上に移動させてプーリにつなぐ。

12. カップラの固定ねじにコンパウンド青を塗
り、1012.6Nm 1.01.3kg.m = 90110in-lb にトルク
締めする。

13. 下部シールドを取り付ける。

制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備
コントロール類は工場で調整済みですが、長期間
にわたって使用しているうちにレバー類の整列、
ニュートラル位置、全速前進時の直進状態などの調
整が必要になることが考えられます。

重重重要要要 こここれれれらららののの調調調整整整ををを適適適切切切ににに行行行うううにににははは、、、以以以下下下ののの順順順序序序
ををを守守守っっってててそそそれれれぞぞぞれれれををを調調調整整整しししてててくくくだだださささいいい。。。

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルののの整整整列列列調調調整整整
全速後退位置にセットした走行コントロールバーが
基準バーに対して適切に整列しなくなっているこ
とを発見した場合には、直ちに以下の調整を行っ
てください。

1. 平らな場所に駐車し、グラインダを降下させ
る。

2. エンジンを止め、キーを抜き取る。

3. 走行コントロールを手前一杯に引いてコント
ロールの前部を基準バーに接触させる図 53。

図図図 53

1. コントロールの前部が整列
していない状態

2. 基準バー

4. 全速後退位置にセットした走行コントロール
バーが基準バーに対して適切に整列していな
い場合は、走行コントロールのステム部にあ
るフランジナットとボルトをゆるめる 図 54。

図図図 54

1. 走行コントロール 2. ステム、ボルト、ナット

5. 全速後退位置にセットした走行コントロール
バーが基準バーに対して面一になるように調
整する 図 54と 図 55。
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図図図 55

6. 走行コントロールステムのフランジナットと
ボルトを締め付ける。

7. エンジンを掛ける。

8. 走行コントロールを後退位置にセットし、基
準バーにしっかり押し付けるようにして走行
させる。マシンがまっすぐに後退しない場合
は、以下の調整を行う

A. エンジンを止める。

B. 左右両方のクローラが自由に回転できる
ように機体を床から浮かせる。

C. 走行コントロールのステムのフランジナッ
トとボルトをゆるめる 図 54。

D. 走行ロッド コントロールパネル下 のジャ
ムナットをゆるめる 図 56。

図図図 56

1. 走行ロッド 2. ジャムナット

E. エンジンを始動し、スロットルレバーを
高速側へ 1/3程度の位置にセットする。

警警警告告告
エエエンンンジジジンンン回回回転転転中中中ははは、、、機機機械械械各各各部部部ががが動動動いいいててて
おおおりりり、、、こここれれれらららににに巻巻巻ききき込込込まままれれれるるるとととけけけがががややや
火火火傷傷傷なななどどどををを負負負ううう危危危険険険がががあああるるる。。。

調調調整整整作作作業業業中中中ににに機機機械械械各各各部部部へへへののの巻巻巻ききき込込込ままま
れれれ、、、挟挟挟まままれれれ、、、高高高温温温部部部へへへののの接接接触触触なななどどどををを起起起
こここさささななないいいよよようううににに十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

F. 一人の人間が、走行コントロールを後退
位置にセットして基準バーにしっかり押
し付けて保持する。

G. 左右のクローラが同じ速さで回転するよ
うに走行ロッドの長さを調整する。

注注注 この調整は、後退時の最高速度の設定
でもあります。

H. ジャムナットを締めつける。

I. 全速後退位置にセットした走行コントロー
ルバーが基準バーに対して面一になるよ
うに調整する 図 54と 図 55。

J. 走行コントロールステムのフランジナッ
トとボルトを締め付ける。

K. エンジンを止めて、機体を床に降ろす。

L. 走行コントロールを全速後退位置にセッ
トし、後退走行動作を確認する。直進し
ない場合には、どちら側にずれるかを確
認する。まっすぐに後退できるようにな
るまで上記の調整を行う。

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルののの整整整列列列調調調整整整
エンジンのウォームアップが終了していて走行コン
トロールがニュートラル位置にあるのにマシンが
クリーピングする場合には、ポンプのニュートラ
ル復帰機構の調整を行う必要があります弊社代理
店に連絡してください。

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルののの直直直進進進調調調整整整全全全
速速速前前前進進進位位位置置置
走行コントロールバーを全速前進位置にセットした
時にマシンが直進しなくなっていることを発見した
場合には、以下の調整を行ってください

1. 走行コントロールバーを全速前進位置にセッ
トして実際にマシンを走行させ、どちら側に
ずれるかを確認する。

2. 走行コントロールから手を離す。

3. マシンが 左左左にににずれていく場合には、走行コン
トロール前部にある走行固定ねじを固定して
いる 右右右側側側のののジャムナットをゆるめて固定ねじ
の調整を行う 図 57。

4. マシンが右右右にににずれていく場合には、走行コン
トロール前部にある走行固定ねじを固定して
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いる左左左側側側のののジャムナットをゆるめて固定ねじ
の調整を行う 図 57。

図図図 57

1. 固定ねじ 3. ストップ

2. ジャムナット

5. マシンが正しく直進するまで、ステップ 14
の調整を繰り返す。

重重重要要要 全全全速速速前前前進進進位位位置置置ででで、、、走走走行行行固固固定定定ねねねじじじがががススストトトッッッ
プププににに当当当たたたっっっててていいいるるる油油油圧圧圧ポポポンンンプププををを保保保護護護すすするるるたたた
めめめここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの容容容量量量38リットル

Toroプププレレレミミミアアアムムムオオオーーールルルシシシーーーズズズンンン油油油圧圧圧作作作動動動液液液をご使
用ください。

油圧オイルタンクに約 38リットルの高品質油圧オ
イルを満たして出荷しています。初めての運転の前
に必ず油量を確認し、その後は毎日点検してくださ
い。推奨オイルの銘柄を以下に示します

Toroプププレレレミミミアアアムムム・・・オオオーーールルルシシシーーーズズズンンン油油油圧圧圧作作作動動動液液液 19
リットル缶または208リットル缶。パーツカタログ
または代理店でパーツ番号をご確認ください。

他に使用可能なオイルトロのオイルが入手できない
場合は、以下に挙げる特性、条件および産業規格を
すべて満たす通通通常常常ののの石石石油油油系系系オイルを使用することが
できます。オイルの性能や規格がマシンに適合して
いるかどうかについては専門業者にご相談くださ
い。注 不適切なオイルの使用による損害については
弊社は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品
をお使い下さる様お願いいたします。
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高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動液液液, ISO VG 46

物性
粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 4448

cSt @ 100°C 7.99.1
粘性インデックス ASTM
D2270

140 以上

流動点, ASTM D97 -37°C-45°C
FZG, フェールステージ 11 以上
水分含有量新しい液 500ppm 最大

産業規格
Vickers I-286-S, Vickers M-2950-S, Denison HF-0, Vickers
35 VQ 25 (Eaton ATS373-C)

車両用に製造されている適切な油圧オイル産業プラ
ント用の油圧オイルではありません。マルチウェ
イト・タイプの ZnDTPまたは ZDDPアンチウェア
磨耗防止剤入りの製品アッシュレスではありませ
んを使用してください。

重重重要要要 多多多くくくののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルはははほほほとととんんんどどど無無無色色色透透透明明明ででであああ
りりり、、、そそそのののたたためめめオオオイイイルルル洩洩洩れれれののの発発発見見見ががが遅遅遅れれれがががちちちででですすす。。。
油油油圧圧圧オオオイイイルルル用用用ののの着着着色色色剤剤剤20ml瓶瓶瓶をををおおお使使使いいいいいいたたただだだくくくととと
便便便利利利ででですすす。。。1瓶瓶瓶ででで 1522 リリリッッットトトルルルのののオオオイイイルルルににに使使使用用用ででで
きききままますすす。。。パパパーーーツツツ番番番号号号ははは P/N 44-2500。。。ごごご注注注文文文はははトトト
ロロロ社社社ののの代代代理理理店店店へへへ。。。

1. 平らな場所に駐車し、グラインダを降下させ
る。

2. エンジンを止め、キーを抜き取り、エンジン
が冷えるまで待つ。

3. 機体の右側にある点検窓で確認する。窓から
オイルが見えないようであればオイルを補給
する。

図図図 58

1. 油圧オイル点検窓

4. カバープレートを取り外す 前カバーの取り外
し (ページ 20)を参照。

5. 油圧オイルタンクの注油口周辺とキャップを
きれいに拭き、ソケットレンチで補給口から
キャップとフィルタを外す 図 59。

図図図 59

1. 補給口キャップ 2. 油圧オイルフィルタ

6. 油量が少なければ点検窓から確認できるよう
になるまで補給する。

7. キャップとフィルタを取り付け、上部ボルト
を2125Nm2.32.8kg.m = 200240inch-lbにトルク
締めする。

8. カバープレートを取り付ける 前カバーの取り
付け (ページ 21)を参照。

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

1. 平らな場所に駐車する。

2. グラインダを下降させる。

3. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

4. 上部カバーを取り外す。

5. 古いフィルタを外して捨てる図 60。

図図図 60

1. 補給口キャップ

2. 油圧フィルタ

6. 新しいフィルタを取り付け、キャップをして上
部ボルトを2125Nm2.32.8kg.m = 200240inch-lbに
トルク締めする 図 60。

7. こぼれたオイルを拭き取る。

8. 上部カバーを取り付ける。
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油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

1. 平らな場所に駐車する。

2. グラインダを下降させる。

3. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

4. 機体が十分に冷えていることを確認する。

5. 上部カバーを取り外す。

6. 油圧オイルタンクのフィルタとキャップ図
60を取る。

7. 油圧オイルタンクの下にオイルを受ける容器
38リットル以上を置く。

8. ドレンプラグを外して排出されるオイルを容
器に回収する図 61。

図図図 61

1. 油圧オイルタンクのドレンプラグ

9. オイルが完全に抜けたらドレンプラグを取り
付けて締め付ける。

注注注 廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど
適切な方法で処分する。

10. 油圧オイルタンクに約 38リットルの油圧オイ
ルToroプレミアムオールシーズン油圧作動
液を入れる 油圧オイルの量を点検する (ペー
ジ 36)を参照。

11. フィルタを取り付け、キャップをして上部ボ
ルトを2125Nm2.32.8kg.m = 200240inch-lbにト
ルク締めする 図 60。

12. エンジンを始動し、数分間程度運転する。

13. エンジンを止める。

14. 油圧オイルの量を点検し、必要に応じて補給
する 油圧オイルの量を点検する (ページ 36)を
参照。

15. こぼれたオイルを拭き取る。

16. 上部カバーを取り付ける。

油油油圧圧圧ララライイインンンののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと—油圧ラインに、オイル

漏れ、フィッティングのゆるみ、
ねじれ、支持部のゆるみ、磨耗や
腐食などがないか点検し、必要に
応じて整備・修理する。

1500運転時間ごと/2年ごと いずれか早く到達
した方—全部の可動部油圧ホースを交換する。

警警警告告告
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに
重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが
体体体内内内ににに入入入っっったたた場場場合合合にににははは、、、こここののの種種種ののの労労労働働働災災災害害害ににに
経経経験験験のののあああるるる施施施設設設ででで数数数時時時間間間以以以内内内ににに外外外科科科手手手術術術ををを受受受
けけけななないいいととと壊壊壊疽疽疽えええそそそををを起起起こここすすす。。。

• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作
動動動油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手
なななどどどををを近近近づづづけけけななないいい。。。

• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使いいい、、、
絶絶絶対対対ににに手手手ををを使使使わわわななないいい。。。
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グググララライイインンンダダダののの保保保守守守

刃刃刃ののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—刃をホースを

点検し、破損や摩耗しているもの
は全て交換または裏返して取り付
けする。

刃は非常に早く摩耗しますから定期的に点検して
ください。

図図図 62

1. ナット 3. 刃

2. ツースホルダー

刃は3か所に印がついており、120度ずつ回転させて
全部で3回使用することができます。刃を固定して
いるナットをゆるめると刃を回転させることができ
ます 図 62。刃を前に押し出して 1/3回転させ、未使
用の刃先を外に向けてください。ナットは3745Nm
3.74.6kg.m = 2733ft-lbにトルク締めしてください。

刃を交換するには、ナットを外して刃を取り出し、
新しい刃を取り付けてナットで固定してください
図 62。ナットは3745Nm 3.74.6kg.m = 2733ft-lb にト
ルク締めしてください。

洗洗洗浄浄浄

マママシシシンンンののの外外外側側側ののの清清清掃掃掃
重重重要要要 スススクククリリリーーーンンンややや冷冷冷却却却フフフィィィンンン詰詰詰まままっっったたた状状状態態態、、、あああるるる
いいいははは冷冷冷却却却シシシュュュラララウウウドドドををを外外外しししててて運運運転転転すすするるるとととオオオーーーバババーーー
ヒヒヒーーートトトしししてててエエエンンンジジジンンンががが損損損傷傷傷しししままますすす。。。

1. グラインダを下降させる。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. エアクリーナについた汚れはふき取る。

4. オイルクーラを清掃する。
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保保保管管管
1. グラインダを下降させる。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位置
を離れる。

3. 機体全体のよごれ落しを行い、特にエンジン
などにたまっているごみを取り除く。特にエ
ンジンのシリンダヘッドや冷却フィン部分や
ブロアハウジングを丁寧に清掃する。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががででできききままま
すすす。。。たたただだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。まままたたた、、、コココンンントトトロロローーールルルパパパネネネルルルやややエエエンンンジジジンンン、、、
油油油圧圧圧ポポポンンンプププ、、、モモモーーータタターーーににに大大大量量量ののの水水水をををかかかけけけななないいい
よよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

4. エアクリーナの整備を行う エアクリーナの整
備 (ページ 23)を参照。

5. 機体のグリスアップを行う グリスアップ (ペー
ジ 22)を参照。

6. エンジンオイルを交換する エンジンオイルの
交換 (ページ 24)を参照。

7. 保管期間が 30日間以上に及ぶ場合には、以
下の整備を行う

A. 石油系のスタビライザ/コンディショナ
燃料品質安定剤を燃料タンクの燃料に添
加する。混合手順は、スタビライザの説
明書に従うこと。アルコール系のスタビ
ライザエタノール系やメタノール系は使使使
用用用しししななないいいこここととと。。。

注注注 燃料スタビライザは、新しい燃料に添
加して常時使うのが最も効果的です。

B. エンジンをかけて、コンディショナ入り
のガソリンを各部に循環させる5分間。

C. エンジンを停止し、温度が下がるのを待っ
てサイホン式の手動ポンプなどでガソリ
ンを抜き取る。

D. エンジンを再度始動するチョークを引い
て始動し自然に停止するまで運転する。

E. 始動できなくなるまでエンジンの始動運
転を続ける。

F. 抜き取った燃料は地域の法律などに従っ
て適切に処分する。処分は地域の法律や
規則に従って行う。

重重重要要要 コココンンンデデディィィシシショョョナナナ入入入りりりのののガガガソソソリリリンンンでででももも90日日日
間間間以以以上上上ののの保保保存存存はははしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

8. 点火プラグを外し、各取り付け穴からエンジ
ンオイルをスプーン2杯程度入れ、

9. 取り付け穴からオイルが吹いてきたら吸い取
れるようにウェスを被せ、スタータを回して

エンジンをクランキングさせ、オイルをシリ
ンダ内部に行き渡らせる。

10. 点火プラグを取り付ける。ただし点火ケーブ
ルは接続しない。

11. バッテリーを充電する;バッテリーを充電す
る (ページ 30)を参照。

12. クローラの張りを点検調整する クローラの張
りの点検と調整 (ページ 31)を参照

13. 機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付け
や交換、修理を行う。破損個所はすべて修理
する。

14. 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理
をする。ペイントは代理店で入手することが
できる。

15. 汚れていない乾燥した場所で保管する。始動
キーは必ず抜き取って別途保管する。

16. 機体にはカバーを掛けておく。
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故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. バッテリーが上がっている。 1. バッテリーを充電または交換する。

2. 配線のゆるみ、腐食など。 2. 配線を点検修正する。

スタータがクランキングしない。

3. リレーまたはスイッチの破損。 3. 代理店に連絡する。

1. ガス欠。. 1. ガソリンを補給する。

2. 燃料バルブが閉まっている。 2. 燃料バルブを開く。

3. コントロールがニュートラル位置にない。 3. ニュートラル位置にする。

4. エアクリーナが汚れている。 4. エレメントを清掃または交換する。

5. 点火プラグのコードがゆるんでいる、ま
たは外れている。

5. 点火プラグに点火ケーブルを取り付け
る。

6. 点火プラグの割れ、ギャップの狂いな
どがある。

6. 正しく調整された新しいものに交換す
る。

エンジンが始動しない、始動しにくい、すぐ
止まる。

7. 燃料のなかに異物、水などが混入し
ている。

7. 代理店に連絡する。

1. エンジンの負荷が大きすぎる。 1. 走行速度を遅くする。

2. エアクリーナが汚れている。 2. エレメントを清掃または交換する。

3. エンジンオイルの量が不足している。 3. クランクケースにオイルを入れる

4. 冷却フィン付近およびエンジンのブロ
アハウジングの下付近が目詰まりして
いる。

4. 清掃して空気の流れを良くする。

5. 点火プラグの割れ、ギャップの狂いな
どがある。

5. 正しく調整された新しいものに交換す
る。

エンジンのパワーがすぐに落ちる。

6. 燃料のなかに異物、水などが混入し
ている。

6. 代理店に連絡する。

1. エンジンの負荷が大きすぎる。 1. 走行速度を遅くする。

2. エンジンオイルの量が不足している。 2. クランクケースにオイルを入れる

エンジンがオーバーヒートしている。

3. 冷却系統が汚れている。 3. エンジンとオイルクーラを清掃する。

異常に振動する 1. エンジン固定ボルトがゆるい。 1. 固定ボルトを締め付ける。

1. 油圧オイルが不足している。 1. 油圧オイルを補給する。

2. 牽引バルブが開いたまま。 2. 牽引バルブを閉じる。

走行できない。

3. 油圧装置が故障している。 3. 代理店に連絡する。

1. 石や木片が挟まっている。 1. エンジンを止めて棒などで取り除く。

2. グラインダの駆動部が破損している。 2. 代理店に連絡する。

グラインダが回転しない。

3. 油圧装置の詰まり、汚染、破損など。 3. 代理店に連絡する。

1. 刃が磨耗している。 1. 刃を交換または新しい刃先を出す。

2. 油圧装置がオーバーヒートしている。 2. エンジンを止め、各部が冷えるのを待
つ。

切削速度が遅い。

3. 油圧装置の詰まり、汚染、破損など。 3. 代理店に連絡する。

グラインダヘッドが昇降しない。 1. 昇降バルブが閉まっている。 1. バルブのダイヤルを左に回して開く。

油圧オイルがあふれているか温度が高す
ぎる。

1. 冷却ファンが作動していない。 1. ヒューズを点検・交換する。
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図図図面面面

電電電気気気回回回路路路図図図 (Rev. A)
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米米米国国国外外外のののデデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ一一一覧覧覧表表表

デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ輸輸輸入入入販販販売売売代代代理理理店店店 国国国名名名 電電電話話話番番番号号号 デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ輸輸輸入入入販販販売売売代代代理理理
店店店

国国国名名名 電電電話話話番番番号号号

Agrolanc Kft ハンガリー 36 27 539 640 Maquiver S.A. コロンビア 57 1 236 4079
Balama Prima Engineering Equip. 香港 852 2155 2163 丸山製作所株式会社 日本 81 3 3252 2285
B-Ray Corporation 韓国 82 32 551 2076 Mountfield a.s. チェコ共和国 420 255 704

220
Casco Sales Company プエルトリコ 787 788 8383 Mountfield a.s. スロバキア 420 255 704

220
Ceres S.A. コスタリカ 506 239 1138 Munditol S.A. アルゼンチン 54 11 4 821

9999
CSSC Turf Equipment (pvt) Ltd. スリランカ 94 11 2746100 Norma Garden ロシア 7 495 411 61 20
Cyril Johnston & Co. 北アイルランド 44 2890 813 121 Oslinger Turf Equipment SA エクアドル 593 4 239 6970
Cyril Johnston & Co. アイルランド共和国 44 2890 813 121 Oy Hako Ground and Garden

Ab
フィンランド 358 987 00733

Equiver メキシコ 52 55 539 95444 Parkland Products Ltd. ニュージーラン
ド

64 3 34 93760

Femco S.A. グアテマラ 502 442 3277 Perfetto ポーランド 48 61 8 208 416
ForGarder OU エストニア 372 384 6060 Pratoverde SRL. イタリア 39 049 9128

128
ゴルフ場用品株式会社 日本 81 726 325 861 Prochaska & Cie オーストリア 43 1 278 5100
Geomechaniki of Athens ギリシャ 30 10 935 0054 RT Cohen 2004 Ltd. イスラエル 972 986 17979
Golf international Turizm トルコ 90 216 336 5993 Riversa スペイン 34 9 52 83 7500
Guandong Golden Star 中国 86 20 876 51338 Lely Turfcare デンマーク 45 66 109 200
Hako Ground and Garden スウェーデン 46 35 10 0000 Solvert S.A.S. フランス 33 1 30 81 77

00
Hako Ground and Garden ノルウェイ 47 22 90 7760 Spypros Stavrinides Limited キプロス 357 22 434131
Hayter Limited (U.K.) 英国 44 1279 723 444 Surge Systems India Limited インド 91 1 292299901
Hydroturf Int. Co Dubai アラブ首長国連邦 97 14 347 9479 T-Markt Logistics Ltd. ハンガリー 36 26 525 500
Hydroturf Egypt LLC エジプト 202 519 4308 Toro Australia オーストラリア 61 3 9580 7355
Irrimac ポルトガル 351 21 238 8260 トロ・ヨーロッパNV ベルギー 32 14 562 960
Irrigation Products Int'l Pvt Ltd. インド 0091 44 2449

4387
Valtech モロッコ 212 5 3766

3636
Jean Heybroek b.v. オランダ 31 30 639 4611 Victus Emak ポーランド 48 61 823 8369

欧欧欧州州州にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーー保保保護護護ににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

トロが収集する情報について
トロ・ワランティー・カンパニートロは、あなたのプライバシーを尊重します。この製品について保証要求が出された場合や、製品のリコールが行われた場合に
あなたに連絡することができるように、トロと直接、またはトロの代理店を通じて、あなたの個人情報の一部をトロに提供していただくようお願いいたします。

トロの製品保証システムは、米国内に設置されたサーバーに情報を保存するため、個人情報の保護についてあなたの国とまったく同じ内容の法律
が適用されるとは限りません。

あなたがご自分の個人情報を提供なさることにより、あなたは、その情報がこの「お知らせ」に記載された内容に従って処理されることに同意したこ
とになります。

トロによる情報の利用
トロでは、製品保証のための処理ならびに製品にリコールが発生した場合など、あなたに連絡をすることが必要になった場合のために、あなたの個人情報を
利用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の提携会社、代理店などのビジネス・パートナーに情報を開示する場
合があります。弊社があなたの個人情報を他社に販売することはありません。ただし、法の定めによって政府や規制当局からこれらの情報の開示を求めら
れた場合には、かかる法規制に従い、また弊社ならびに他のユーザー様を保護する目的のために情報開示を行う権利を留保します。

あなたの個人情報の保管について
トロでは、情報収集の当初の目的を遂行するのに必要な期間にわたって、また法に照らして必要な期間法律によって保存期間が決められて
いる場合などにわたって情報の保管を行います。

弊社はあなたの個人情報の流出を防ぎます
トロは、あなたの個人情報の保護のために妥当な措置を講ずることをお約束します。また、情報が常に最新の状態に維持されるよう必要な手段を講じます。

あなたの個人情報やその訂正のためのアクセス
登録されているご自分の情報をご覧になりたい場合には、以下にご連絡ください legal@toro.com.

オオオーーーススストトトラララリリリアアアにににおおおけけけるるる消消消費費費者者者保保保護護護法法法にににつつついいいててて

オーストラリアのお客様には、梱包内部に資料を同梱しているほか、弊社代理店にても法律に関する資料をご用意しております。

374-0269 Rev H

 



Toro 製製製品品品保保保証証証 SWS
樹木管理用機器

限限限定定定保保保証証証 対対対象象象商商商品品品ははは下下下ににに明明明記記記ささされれれててていいいままますすす

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、以下に列挙されている Toro 社製品以下、「製品」と呼びますの材質
上または製造上の欠陥に対して、品質保証を共同で実施いたします。

この保証には、部品代および作業工賃が含まれますが、運賃はお客様にご
負担いただきます。

保証期間は、購入日から起算して以下の通りとします

製製製品品品 保保保証証証期期期間間間

樹木管理用機器

ログスプリッター 1 年間

•バッテリー 90 日間部品と工賃

1年間パーツのみ

•エンジン 2 年間

スタンプグラインダ 1 年間

•エンジン 2 年間

ブラッシュチッパー 1 年間

•バッテリー 90 日間部品と工賃

1年間パーツのみ

•エンジン 3 年間

この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」の修理を行
います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代が含まれます。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

お客様が所有する製品に材質上または製造上の欠陥が存在すると思われた
場合には、以下の手続きを行ってください**

1. 弊社代理店にご連絡ください。お近くの代理店等が分からない場合に
はインターネットwww.Toro.comをご利用ください。弊社ホームページで
「販売店を探す」から製品の種類で「専門業者用機器」を選択してく
ださい。以下のフリーダイヤルもご利用できます。

2. お買い上げの証明となるものレシートなどをご提示ください。

3. 代理店の診断や修理作業にご満足できない場合には、以下にご連
絡ください

SWS Customer Care Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196
Toll Free: 888-384-9940

**Toroから製品を直接購入され、弊社とレンタルカスタマー契約を結んでいる業者様は自社で保証修理

を行うことができます。弊社ホームページから Rental Portalへ進むとオンラインで保証手続きを行うこと

ができます。また、上記フリーダイヤルにお電話いただくことも可能です。

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品の持ち主は、その製品のオペレーターズマニュアルに従って製品の整備
を行う責任があります。 これらの保守作業は代理店またはご本人が行うこと
ができますが、費用はお客様のご負担となります。定期整備に必要な部品
類「保守部品」は、その部品の交換時期が到来するまで保証されます。こ
れらの保守を怠った場合には、保証が受けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません。

• 追加・改造・非純正などのアクサセリ類を搭載して使用したことが原因で
発生した故障や不具合。

• 必要な整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具合。

• 弊社が推奨する適正燃料を使用しなかったことが原因で起こった不具合
の修理詳細についてはオペレーターズマニュアルをご参照ください

– 燃料系統が汚染された場合の汚染除去は本保証には含まれません

– 古くなった燃料購入後一ヶ月以上を経過しているものや、エタノー
ルを10%以上またはMTBEを15%以上含有する燃料の使用

– 不使用期間が一ヶ月を超える場合に燃料タンクから燃料を抜き取ら
なかったことを原因とする不具合

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。消耗部品とは、ベルト、カッター、
ブレード、切削刃、テンカプラグ、タイヤ、フィルタなどを言います。

• 外的な要因とは、天候、格納条件、汚染、弊社が認めていない冷却液
や潤滑剤、添加剤の使用などが含まれます。

• 「通常の使用に伴って摩耗損耗するもの」とは、表面塗装やステッ
カーの劣化などが含まれます。

• 他のメーカーが保証を提供している機器。

• 製品の引き取りや配達に伴う費用。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう損損損失失失
なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは上上上記記記ののの
交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙
示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままま
すすす。。。米米米国国国内内内でででははは、、、間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的損損損害害害ににに対対対すすするるる免免免責責責ををを認認認めめめててていいいななないいい州州州がががあああ
りりり、、、まままたたた、、、黙黙黙示示示的的的ななな保保保証証証内内内容容容ににに対対対すすするるる有有有効効効期期期限限限ののの設設設定定定ををを認認認めめめててていいいななないいい州州州ががが
ああありりりままますすす従従従っっっててて、、、上上上記記記ののの内内内容容容ががが当当当てててはははまままらららななないいい場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地
域によっては、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

その他については、以下に説明するエンジンの保証と排気ガス関係の保証を
除き、何らの明示的な保証もお約束するものではありません。米国において
は環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエンジンの排ガ
ス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個に適用されま
す。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。くわしくは、こ
の製品に付属またはエンジンメーカーからの書類に記載されている、カリフォ
ルニア州の排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダ以外における製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満足頂けない場合は本社へ直接お問い合わせください。

オオオーーーススストトトラララリリリアアア消消消費費費者者者保保保護護護法法法 オーストラリアのお客様に対する保証情報は、梱包内部に資料を同梱しているほか、弊社代理店にても法律に関す
る資料をご用意しております。

374-0301 Rev A
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